












岡 本 和 恵
１．はじめに
　私はこれまでアメリカと中国の日本語教育現場でティーム・ティーチン
グ（以下 TT）を経験し、TT に強い興味を抱くようになった。TT には様々
な教授形態があるが、「個人またはグループの学生を一連の目標や目的に
向かって導くため、2 人以上の教師が共に働くタイプの教授」であると言
える（Hattori 1998, 文部科学省 2002）。Shimaoka & Yashiro（1990）は日















































　2007 年 2 月末～ 4 月初めの約一ヶ月半、中国新疆ウイグル自治区 E 市
の X 大学においてフィールドワークを行った。研究協力者のラナさんは
ウイグル族の中国人女性で X 大学の日本語教師である。大学でロシア語
を専攻し、卒業後日本に留学して修士号を取得、2001 年から X 大学で働
いている。私は 2004 年 4 月から 2006 年 7 月まで E 市にある Y 大学で働
いたが、ラナさんと 2005 年 4 月に出会い、その後私が 1 年間 X 大学の会
話授業も担当したことで彼女と親しくなった。彼女とは TT をしたことは
なかったが、本研究の協力を依頼したところ、快く引き受けてくれた。
　実践の場となったのは、X 大学の日本語専科 2 年生の会話授業である。
専科とは中国の大学における 3 年制コースで日本の短大に相当する。学生
は 21 名で、すでに日本語を専門として 1 年半勉強していた。私は以前こ
のクラスを教えていたため学生とも親しく、研究にも快く協力してくれた。





案相談 ･ インタビュー等の録音データ（計約 47 時間）の文字化、授業の
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　私たちの TT の実践は試行錯誤の繰り返しで、2 人のチームワークが大
きな課題となった。緊張から不自然になったり、2 人の説明にずれが生じ
たり、柔軟な計画変更に失敗したりして、TT の難しさがデータから明ら







































































































い出について話してもらい、最後に「3 月 9 日」を歌って終わるというも
のだ。思い出なら学生が話しやすいのではないかと考えたからだ。ラナさ
んもこの案に賛成してくれた。彼女の好きな曲はテープがなかったので、




























つまり教師同士の力が合わさって「1 ＋ 1 ＝ 2」の力になったのである。
さらに、お互いの情報や意見に刺激されて、1 人では思いつかなかった新







































































































































































例えば 1 が出たら楽しかった思い出、2 が出たらびっくりした思い出を話す。
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Teachers’ Collaboration and Learning through Team Teaching
Kazue OKAMOTO
Among the different types of team teaching, it is said that the best 
way for two or more teachers to take equal positions is through both 
planning and teaching together. However, this is rarely carried out 
because of lack of understanding and the busy teaching environment. 
Aiming to achieve this type of team teaching, Rana, the research 
collaborator, and I worked together to teach a Japanese conversation class 
in China for a period of five weeks. During this time, we explored our 
experiences and learning through Exploratory Practice, an approach of 
practitioner research. 
In the process of our practice, we found that teachers’ collaboration 
is an advantage of team teaching. We helped each other to solve various 
problems, to support one another and create better lessons with new 
ideas. By observing each other’s practice closely and exchanging opinions, 
we reflected deeply on our own teaching and discovered new perspectives. 
As a result, Rana felt relieved from her pressures and was more satisfied 
with her reading class. These are the fruits of our developed ‘collegiality’, 
our relationship as friends and as teaching ‘partners’. 
Even though team teaching has such big benefits, it also has its 
practical limits. We should take different approaches to promote teachers’ 
collaboration and collegiality in different teaching contexts.
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